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M SD M SD t p
話好きである 4. 89 0. 32 2. 84 0. 99 13. 1 ＊＊＊
人と広く付き合うほうだ 4. 86 0. 35 1. 64 0. 69 24. 2 ＊＊＊
無口である 1. 23 0. 42 3. 66 1. 01 －14. 6 ＊＊＊
自分はわりと人気者だ 4. 34 0. 61 2. 32 0. 91 10. 8 ＊＊＊
生き生きしていると人に言われる 4. 45 0. 59 2. 23 0. 80 13. 5 ＊＊＊
陽気である 4. 59 0. 73 2. 14 0. 67 16. 3 ＊＊＊
初対面の人には自分の方から話しかける 4. 48 0. 66 1. 80 0. 80 14. 9 ＊＊＊
よく人から相談を持ちかけられる 3. 30 1. 00 3. 66 0. 96 －1. 5 n.s.
話題には事欠かないほうだ 4. 34 0. 53 2. 45 0. 82 11. 3 ＊＊＊
誰とでも気さくに話せる 4. 73 0. 45 1. 95 0. 71 20. 8 ＊＊＊
色々な人と知り合いになるのが楽しみである 4. 61 0. 49 2. 07 0. 63 19. 3 ＊＊＊
知らない人と話すときはかたくなる 1. 89 1. 10 4. 27 0. 85 －9. 8 ＊＊＊
こちらから進んで友達を作ることが少ない 1. 89 0. 99 4. 05 0. 91 －8. 7 ＊＊＊
目立つようなことは好まない 1. 55 0. 59 4. 25 0. 87 －14. 6 ＊＊＊
異性の友達はほとんどできない 1. 34 0. 75 3. 73 0. 92 －12. 7 ＊＊＊
人と広くつきあうのが好きである 4. 82 0. 39 1. 80 0. 67 23. 6 ＊＊＊
誰とでもよく話す 4. 77 0. 42 1. 84 0. 75 21. 0 ＊＊＊
新しい友達はなかなかできない 1. 52 0. 76 3. 73 0. 95 －10. 8 ＊＊＊


































似）の要因の ３ 要因で １ 要因に繰り返しのある
分散分析を行った。ただし類似性は繰り返し要
因である。類似性と自己受容の交互作用が有意
であった（F ＝36. 710，df ＝ １ /216，p ＝.000）
（図 １ ）。また，他者受容の主効果も有意であっ






















自己受容 他者受容 平均 標準偏差 度数
社会的望ましさ（類似） 低群 低群 2. 96 .727 71
高群 3. 32 .632 41
高群 低群 2. 55 .582 51
高群 2. 61 .735 57
社会的望ましさ（非類似） 低群 低群 2. 56 .717 71
高群 2. 67 .719 41
高群 低群 3. 01 .716 51
高群 3. 25 .702 57
─ 81 ─















（F ＝30. 52，df ＝ １ /216，p ＝.000）。また，非
類似における自己受容の単純主効果も有意で








df ＝ １ /216，p ＝.000）。また，自己受容高群
における類似性の単純主効果も有意であった






















似）の要因の ３ 要因で １ 要因に繰り返しのある
分散分析を行った。類似性の要因は繰り返し要
因である。印象と自己受容の交互作用が有意で














自己受容 他者受容 平均 標準偏差 度数
活動性（類似） 低群 低群 2. 55 .668 72
高群 2. 58 .776 43
高群 低群 3. 04 .712 51
高群 3. 26 .795 57
活動性（非類似） 低群 低群 2. 91 .746 72
高群 3. 21 .791 43
高群 低群 2. 64 .672 51
高群 2. 56 .833 57
─ 82 ─
性格の類似性と自己受容および他者受容が印象形成に及ぼす影響

















（F ＝36. 33，df ＝ １ /219，p ＝.000）。また，非
類似における自己受容の単純主効果が有意で







た（F ＝12. 27，df ＝ １ /219，p ＝.001）。また，
自己受容高群における類似性の単純主効果も有

























































発 達 教 育 学 部 紀 要
返しのある分散分析を行った。他者の性格は繰
り返し要因である。他者の性格の主効果が有意
であった（F ＝682. 178，df ＝ １ /217，p ＝.000）。
また，自己の性格，自己受容，他者の性格の ２
次の交互作用が有意であった（F ＝6. 044，df











有意であった（F ＝5. 08，df ＝ １ /217，p
＝.025）。自己の性格（外向的）における自己
受容の単純・単純主効果が有意であった（F ＝
4. 72，df ＝ １ /217，p ＝.031）。自己受容（低
群）における自己の性格の単純・単純主効果が
有意傾向であった（F ＝2. 79，df ＝ １ /217，p
＝.096）。自己の性格（内向的）における自己
受容の単純・単純主効果が有意傾向であった

















自己の性格 自己受容 平均 標準偏差 度数
社会的望ましさＡ Ａ（外向的） 低群 2. 29 .485 38
高群 2. 23 .403 74
Ｂ（内向的） 低群 2. 21 .444 75
高群 2. 27 .428 34
社会的望ましさＢ Ａ（外向的） 低群 3. 36 .498 38
高群 3. 53 .396 74
Ｂ（内向的） 低群 3. 50 .388 75









































的・内向的）の要因の ３ 要因で １ 要因に繰り返
しのある分散分析を行った。他者の性格は繰り
返し要因である。他者の性格の主効果が有意で
あった（F ＝590. 418，df ＝ １ /22，p ＝.000）。
自己受容の主効果は有意であった（F ＝3. 970，











単純・単純主効果 要因の組み合わせ 水準の組み合わせ df F p
自己の性格 自己受容×他者の性格　
低群×外向的 ２ 1. 01 .317
低群×内向的 ２ 2. 79 .096
高群×外向的 ２ . 19 .664
高群×内向的 ２ 5. 08 .025
自己受容 自己の性格×他者の性格
外向的×外向的 ２ . 41 .521
外向的×内向的 ２ 4. 72 .031
内向的×外向的 ２ . 65 .421
内向的×内向的 ２ 3. 02 .084
誤差 217
他者の性格 自己の性格×自己受容
外向的×低群 ２ 108. 94 .000
外向的×高群 ２ 313. 93 .000
内向的×低群 ２ 314. 04 .000
内向的×高群 ２ 98. 98 .000
誤差 217
表 ７　各条件の平均値と標準偏差（活動性×自己の性格×自己受容）
自己の性格 自己受容 平均 標準偏差 度数
活動性Ａ Ａ（外向的） 低群 3. 36 .573 39
高群 3. 59 .380 74
Ｂ（内向的） 低群 3. 50 .410 77
高群 3. 52 .403 34
活動性Ｂ Ａ（外向的） 低群 2. 46 .358 39
高群 2. 53 .384 74
Ｂ（内向的） 低群 2. 51 .300 77
高群 2. 49 .421 34
─ 85 ─
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